
作用

●消化管の不快症状（膨満感など）の改善
●消化管粘膜バリアの強化
●バクテリアルトランスロケーションの予防
●小腸細菌過剰増殖（SBBO）の阻害
●免疫賦活
●風邪やインフルエンザ症状の改善
●アレルギー改善
●抗がん作用
●乳糖分解・消化改善
●下痢の予防・改善
●過敏性腸症候群（IBS）の改善
●IBSに伴う痛みの改善
●抗菌作用
●尿毒症の改善
※論文ベースによる例
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正常な消化・吸収、バリア機能、ホメオスターシス（生体恒常性）の維持には、
腸内細菌叢（有用菌、日和見菌）のバランスと調和が重要です。適正量の投与に
よって有益な作用をもたらす生菌体（プロバイオティクス）を補給することは、
腸内細菌叢のバランス維持・全身の健康に役立ちます。ウルトラ・フローラ・アイ
ビーは、効果を示すプロバイオティクスの絶対条件（有効性、安全性、安定性、
到達性）を満たす、厳選された生体菌を配合しています。
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消化管の不快症状でお悩みの方
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アレルギー疾患でお悩みの方
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風邪をひきやすい方
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乳酸菌（ .アシドフィルスNCFM®）、ビフィズス菌
（ .ラクチスBi-07）、セルロース、ステアリン酸
【被包材】HPMC、酸化チタン

.アシドフィルス NCFM®

.ラクチス Bi-07
150億
150億

CFU

CFU

ヒトに人種や性格の違いがあるように、
細菌も属、種、株によって分類され、
それぞれに特徴があります。

原材料 サプリメントハイライト

標準組成＜1粒（340mg）中＞

３機関で認定されたGMP：この製品の工場は最高品質を実現するため、Natural Products Assosiation(NPA)、Nathional Sanitation Foundation(NFS)、
Therapeutic Goods Administration of Australia(TGA)によって認定されたGMP（適正製造規範準）を満たしています。

ウルトラ・フローラ・アイビー

●消化管の不快症状（膨満感など）の改善
●消化管粘膜バリアの強化
●バクテリアルトランスロケーションの予防
●小腸細菌過剰増殖（SIBO）の阻害
●免疫賦活
●風邪やインフルエンザ症状の改善
●アレルギー改善

●乳糖分解・消化改善
●下痢の予防・改善
●過敏性腸症候群（IBS）の改善
●IBSに伴う痛みの改善
●抗菌作用
●尿毒症の改善
●抗がん作用

※論文ベースによる例

菌数は、冷蔵保管にて消費期限時まで保証されます。

ラクトバチルス、
ビフィドバクテリウム など

アシドフィルス、
ラクチス　など

Ls-33、Lpc-37、
NCFM®　など

*2ラクチス
Bi-07

*1アシドフィルス
NCFM®

耐酸性
胆汁耐酸性
パンクレアチン耐性
ヒト腸粘膜細胞への付着

未測定

菌株の特徴

*1 乳酸桿菌ラクトバチルス属）
*2  = ビフィズス菌ビフィドバクテリウム属）
※+～++++で度合いを示しています。

23℃における  アシドフィルスNCFM® の安定性

温度管理がしっかりとされている場合、
24ヶ月経っても菌数の減少はほとんど見られない。

株種属




